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膜の時代の到来

 ｢健 全 な水 循 環｣の キ ー ワ

ー ドを いろ い ろ な と ころで

見 聞 きす るよ うにな った｡要

は､流 域 の 中で水 を有効 に使

いなが ら､水 の安全性 を確 保

し､生 態 系 を含 む水環 境 を豊

か にしま しょ う,と い う こと

だ と思 って いる｡そ の流域 内

水循環系の中で､重要な役割を果た しているのが､浄

水場､下 水処理場を含む水質変換施設であろう｡そ こ

では､様々な生物･化学反応などの仕上げとして､ほ と

んどの場合､固 液分離プロセスが組み込 まれるが､最

近､膜分離を利用する施設が急速な勢いで増えている｡

将に､膜の時代の到来といっていいだろう｡

羽村市の日量3万 トンの施設がつい最近完成 したよ

うだが､東 京都の砧･砧 下浄水所の 日量8万 トンの計

画､鳥取市の 日量八万 トンの計画に続いて.横浜市川

井浄水場における20万 トン規模施設の導入検討､福

岡市乙金浄水場における11万 トン規模施設の導入検

討がなされている｡

 下排水処理の分野においても､従来より普及されて

いる､浄化槽や工場廃水処理に加え､今年ついに､国内

初の公共下水道への導入が､兵庫県福崎町福崎浄化セ

ンターにおいて決定 した｡聞 くところによると､下水

道事業団には､膜分離活性汚泥法に関する問い合わせ

が､か な りの数､来ているらしく､これか ら､公共下水

道へ も膜分離が益々普及 していくことは間違いない

と思っている｡

 その他にも､従来より普及されている膜を利用 した

浄水器や､最近普及 し始めて話題を呼んでいるが､地

下水をくみ上げた後に膜でろ過 して用水として利用

する新 しい分散型水システムなど､流域水循環系の中

で膜技術は欠かせないものとなってきている｡

 では､こ れ らの動きをどのように解釈するかであ

るが､こ れを単なるブームであると考 えるべきでは

なく､都市の高密度に対応 した､水 リスク低減化の動

きか ら来る必然だと解釈するべきであると思ってい

る｡浄水場への膜の適用は､省スペース化やメンテナ

ンスの容易さか らというよりも､ク リプ トスポ リジ

ウム対策の一環 として普及 してきたと考えるべきで

あ り､あ くまで水の微生物学的安全性 を優先 しての

動きであることに注意す るべきである｡浄 水器への

膜の利用 も､活性炭 に由来す る微生物のカッ トが主

な目的であった｡下水道への適用についても､オキシ

デーションディッチ法 と比べて安 い(主 に士木関連

コス トの低減 による)か らというよりも､大局的には､

放流先への微生物 リスクの低減､微 量化学物質 リス

クの低減(塩 素消毒をしないことによる)､水 質が良

好な ことによる水環境保全効果 を考慮 して導入 され

たものと考えるのが正 しい歴史観であろう｡特に､最

近､処 理水基準においてクリプ トスポ リジウム濃度

を考慮 しよ うという動きがあることを考えれば､な

おさらである｡

 私はたまたま､膜 を利用 した排水処理技術の研究

を行っているが､膜 の時代の到来 を目の前にして､単

なるブームや流行に動かされることな く､使い古さ

れた言葉であるが｢流域における健全な水循環系｣を

常 に頭 に入れ､な にが社会のニーズ として求められ

ているのかを見失 うことな く､日々の研究 に従事 し

ていきたいと思っている｡



『水環境対策の課題と処理技術｣～ 有害無機イオンを中心として～

 3月4日(木)ヨ コハ マプラザホテ

ル にて 『水環境 対策 の課 題 と処 理

技術 一有害無機イ オ ンを中心 とし

て 一』をテー マ と した講 演会 が 開

催 され ま した｡講 演 プログ ラム は

全部で8件 あ りましたが､そ のうち

1～4の プ ログ ラムの内容及 び感想

を報告 します｡

署.『医薬品原薬製造工場における環境対策の現状と課題』

             [第一製薬㈱ 吉田賢一氏]

 発表内容は､製 造 プロセス におい

て発 生される廃液の処理方法及 び

汚泥 の削減方法 で した｡中 で も､排

水設備 にハニカム生物膜接触酸化

法 を用 いて汚泥の発生量 を減少 さ

せ､更 に汚泥ス ラリー を酸化分解後､

再 び曝気槽 へ返送 しeO2､H20に

分解す る とい う方法 を取 る事 によ

り､余剰汚泥を95%も 削減す る事ができた､と いう話を

聞き､そ の削減率の高 さに驚きました｡

 CaF2汚 泥 に関しては､コ ンク リー ト混合材への利用､

フッ酸原料 としての利用が検討中との事ですが､除 去す

る技術は投資額及び ランニングコス ト等が大 きく､導 入

が難 しいのが現状 との事でした｡低 コス トでの導入及び

稼動が行なえる技術の開発が.環 境負荷低減の促進 にも

繋がるのだと再認識 しました｡

謹.『メッキ工場 における環境対策の現状と課題 』

[㈱山王 山下禎 司氏､長 島康大氏]

 『鉛 フ リー めっきの現状 と課 題』

『後処理工程にお ける代替溶剤 につ

いて』の講演がそれぞれ行なわれ ま

した｡電 子電気部 品業 界では､環 境

汚染物質で ある鉛 の使用 を全廃す

るという目標 に向け､鉛 フリー半 田

(錫めっき､錫 銅 めっき等)の 開発を

行なって いるが､錫 鉛めっき と同等

の性能 を持 つ製晶の開発は困難で､

品質及 び要 求性 能において問題が

見 られ ない製品への切 り替え を行

なっているのが現状､と の事でした｡

 また､め っきの後処理工程におい

て様々な溶剤 を使用 していたが､環

境影 響や人体への影響がある事か ら使用が規制されて

いる為､人 体 に対する安全性が高いものへ切 り替 えられ

ている､と の事で した｡製 品開発及び使用薬品の選定な

ど環境負荷低減 に向けて､大 変な苦労をされている事が

わか りました｡弊 社 も2002年5月 にISO-14001を 認証

取得 してお り､環 境負荷低減 については他 人事で な く､

切実な思いで聞いてお りました｡
d
.『高濃鷹窒素耐性薗による叢素処理技術 について』

[日立プラント建設㈱ 森直道氏]

 発表内容は､微生物を高濃度で固

定化した『担体』と呼ばれるものを

使用した窒素処理技術の説明及び

稼動実績の報告でした｡

 近年､窒 素や りんの規制が年々強

化されてお りそれに対応する為に

高濃度窒素耐性硝化細菌を使用 し

たプロセスを開発｡従 来の活性汚泥循環変法 と比較して

処理時間 の短縮､処 理水 内のBOD及 び窒素含有率の低

減､且 つ設備の省スペース化が図れるプロセスとの説明

がありました｡尚､既 に下水処理･産 業排水処理等に使用

実績があ り､安定 した稼動が行 なわれているとの事で し

た｡

 また､硝 化特性の異なる窒素耐性菌 を多段方式で使用

する事により､高 濃度ア ンモニア性窒素の除去 を行なう

実験報告 もあ り､こ のプロセスの技術発展が楽しみにな

りました｡

鴫.『羅気透析法による硝酸盤窒棄除去』

[㈱神鋼環境ソリューション西尾弘伸氏]

 発表内容は､硝酸性窒素の除去方

法及び長崎県での稼動実績報告で

した｡硝 酸性窒素の除去方法には､

物理化学的方法及び生物学的に窒

素まで還元する方法があり､その中

でも極性転換方式電気透析法を用



いる事 によ り､省 スペース化､使 用薬品の低減､設 備管理

の容易化等が図れるとの事であ り､その利点の多さに驚き

ました｡

 また､過 剰施肥す る事 によ り地下水が硝酸性窒素に汚

染 されている長崎県の南有馬町では地下水の清浄化の

為.今 回紹介 されたシステムを導入 し.稼 動開始か ら4年

2ヶ 月が経過 しているが硝酸性窒素濃度は常 に水道水質

基準値 を満たしているとの事で.安 定 した稼動実績を持

ち､今 後の普及が期待 されるとの事でした｡

            〈メルテ ックス㈱ 秋本智雄〉

 続きま してプログラム中G～8及 び交流会の報告 をし

ます｡

難.贔析蕪灘 『灘似夘 による排水処理･蕎 価駿麟 収技術

    [オルガノ㈱ 清水和彦氏]

 フッ素含有廃水処理のおいて､従

来の凝集沈殿法 の問題 点を指 摘 し､

晶析法 のメリッ トCaF2ペ レッ ト生

成メカニズム.装 置概要､実 施例 を

たいへん判 り易 く説 明･紹 介 された｡

ただ､フ ッ素晶析技術 は､エ コ リス

タほかに も既 に実用化 されてお り､

他の技術 との違い､更 にこの技術が広まるために必要な

流通･リ サイ クルの問題への言及が少なかったのは惜 し

まれる｡

離.職藩樹脂鷹用いたフッ素･ヒ:素除

 [新日本 ソル ト㈱ 四元利夫氏]

 地 下水中 に含有す る無機有 害イ

オ ン特 に､ヒ 素･フ ッ素吸着剤 につ

いて､吸 着特性､基 礎実験 データが

詳 しく報告 された｡フ ッ素除去の実

施例 として､半 導体廃水処理例･洗

煙排水 中の フッ素処理例 が紹介 さ

れた｡ま た ヒ素 除去実 施例 として､

大阪府茨木市簡易水道の処理状況､バングラデシュにお

ける実験段階から実機納入の経緯､インド西ベンガル州

における草の根無償援助による実施事情など豊富な実

例が紹介された｡有害無機物除去応用技術を生命の安全

･環境汚染対策に利用する際における地に付いた活動内

容のレポー トであり大変興味深く聞かせていただいた｡

7.排 水申のほう素リサイクルシステム

             [日本電工㈱ 早川智氏]

 日本電工は六価クロム回収およびクロム塩類化合物

として再資源化 システム事 業の経

験 か ら､ま た､酸 化 ほ う素製造技 術

を有 していることか 叡 排水 中のほ

う素 につ いて も回収 して原料 とし

て リサイクルできるという｡ほ う素

の特性.ほ う素化 合 物 の工 業用 途.

ほう素の水質環境基準･排 水基準規

制への推移､イ オ ン交換樹脂 による

ほう素吸着カ ラム試験結果､ほ う素溶離液 の精製試験､

20(x(年10月 よ り稼動 しているほう素 リサイクル実証プ

ラン トについて,詳 しい紹介がされた｡

難.RO膜 によるヒ素除去の理講と爽構

     [江守商事㈱ 今村清氏]

 ヒ素 に関す る毒性 な ど一般 事項､

国内地下水観測所 における ヒ素検

出例.ポ リス ホ ン系NF膜･PVA系

NF膜･芳 香族ポ リアミ ド系RO膜 に

ついてそれぞれ､純 水 中と水道水中

における ヒ素の除去性能 がグ ラフ

で わか り易 く提示 された｡ま たRO

膜によるヒ素除去率 とpHの 関係a4価 とG価 の ヒ素 にお

けるRO膜 除去特性の違 いを調べる試験 など豊富な試験

結果が紹介 された｡ヒ 素除去 にNF膜00膜 を採用する

上でたいへん参考 になる資料であった｡

交流金

講座終 了後､17時 か ら技術講座会場である横浜プラザ

ホテルの1Fと 隣接する レス トランにて交流会が開催さ

れた｡先 ず澤 田技術委員長か ら挨拶が あり､順 次参加者

全員が30秒 自己紹介 を行った｡グ ラス片手に講師の方々

をは じめ､参 加者間の親睦 を広 めた｡関 西か らの参加者

も多 くお られ､早 めの1&30に は委員か ら散会が告 げら

れた｡〈 野村マイクロサイエンス･布 目 温〉



 第八期 第1回 理事会が平成15年12月18日 大矢会長､

橋本副会長､日 下副会長､松 本代表幹事､川 嶋理事､廣 濱

理事の出席を得て､ヨ コハマプラザホテルにて開催 され

た｡(委 任状提 出:植 田理事､卜 部理事､木戸 理事､斎 藤理

事､佐 藤理事､汐 見理事､豊 岡理事､橋 本理事､牧 野理事)

 大矢会長が開会を宣言後､今 回は第八期 に入って始 め

ての理事会であるが理事全員が留任であるので会の運

営も活発 に･合 理的に行われる事 を期待するとのコメン

トがあった｡ま た､第 八期の新 しいことは青年部会が新

設され将来 のLFPIを 担 う若手の育成や事務局を独立 し

体制強化 を図った ことが表明された｡

主な議事内容

松本代表幹事よ り幹事会､及 び各委員会の活動報告が成

され､活 発な意見交換がなされた｡議 事の主な項 目は次

の通 り｡

(1)幹 事会､各 委員会の活動報告

①中長期 目標 として会員の増加 に関する討議が行われ

るなか､低 成長時代 にお けるLFPIの 運営 に関す る基本

的な討議がなされ､来 年度か らの予算を含めた運営方法

の再検討 を行 う事 とな った｡(幹 事会)② 技術講座､シ ン

ポジュウム､LCP分 科会等の企画進捗状況(技 術委員会)

③冬の講演会｢中 国進出企業の法的実務 と知的財産権 に

ついて｣の 成果報告及び4月 実施のUSツ アー(世 界 ろ過

会議)の 企画進捗状況報告(国 際交流委員会)④ 青年部会

初会合の報告(青 年部会)⑤｢純 水中粒子 に関す る清浄度

評価検討委員会｣の 経過報告(規 格 標準委員会),

(c)事 務局報告

①10月30日 に行われた第七回定時総会の結果報告が行

われた｡② 第八期第1四 半期の事業報告が行われた｡③

会員数の増減 と会計報告などの報告がなされた｡

(3)そ の他

①展示会関東地区開催 に向 けた企画推進状況の報告が

なされ､ア ンケー トによる会員企業 の考 え方を聞く事 と

なった｡② ユーザーズガイ ドブックの販売方法について

は次回3月 理事会検討予定

 各議題の中では､特 に低成長時代に対応 したLFPIの

運営方法､4月 実施 の世界ろ過会議の海外視察団の状況､

液体清澄化技術展 の企画推進状況､ユ ーザーガイ ド等資

料の出版などに多 くの時間を割いて検討された｡

 これ らの議題は 当技術工業会の主旨に従 い会員サー

ビスの観点か ら会員 に対す るメ リッ トを図 り洞 時に当

技術工業会の知名度の向上と隆盛に繋が る企画に係わ

る事であ り､大矢会長始 めとして各理事方 々も積極的な

発言 と検討がなされた｡    〈事務局 堀田正見〉

1.婁 員会設立の背繋とメンバー

 半導体や電子部品の製造工程で洗浄に使用される純水あ

るいは超純水の水質評価項 目には､微粒子､微 生物､TOCな

どがある｡これらの項目の内､超 低濃度微粒子の測定方法と

してJIS化 されているものは､膜面上に捕集 した微粒子の大

きさと個数を顕微鏡で調べる方法(JISKO554)で ある｡しかし

ながら､顕微鏡法は使用するフィルターの初期汚染､長 時間

のろ過操作､狭 い電顕視野などのため測定が非常に煩わしく

かつコス トがかかる難点がある｡

 そのため､LFPIの 現顧問である向阪先生から｢液中粒子計

数器(LPC)に よる純水および超純水の清浄度評価方法｣の

JIS化 の提案があり､規格･標 準委員会のWGの ひとつとして

その委員会を立ち上げ､2002年11月 に第1回 純水中粒子に関

する清浄度評価検討委員会を開催し､純水製造装置メーカー

の意見を伺うということでオルガノ､栗田工業､野 村マイク

ロサイエンスの3社 に参加 してもらった｡その後の検討委員

会では､リ オンなどのLPCメ ーカー(4社)､純水のユーザーで

あるソニーなどの半導体･ハ ー ドディスク製造メーカー(4

社)に加えてクリー ンルームのJIS化 に造詣の深い鈴木道夫

氏(日立プラント建設)および第10回(2004年1月)か らは､(財)

日本規格協会の八田勲標準委員会事務局長にも参加しても

らっている｡
8 .｣憾 化の内憲とその墓本的考え方

 純水の清浄度評価にあたっては､既 にJISと して実績のあ

る｢ク リーンルームの空気清浄度の評価法(JIS B 9920)｣に

準じて検討することとした｡その場合の最も重要な検討事項

は､水中微粒子の粒子径分布が空気中の場合と同様に一定の

分布則に従っているかの検討であるが､向 阪先生が示された

データにより水中でも空気中と同様に一定の分布則に従う

ことが明らかになった(詳細な解説は向阪保雄著1ク リーン

テクノロジー誌(2003年5号､pp70-74)を 参照)｡そ こで､本

委員会ではクリーンルームの清浄度評価法 とできるだけ整

合性を保つため､類似の評価方法を採用することで作業を進

めている｡0.1μm～0.5μm程 度を基準粒子として､ク ラス

は超清浄水の101個/Lか ら水道水程度の108個/Lま での8

クラスを設けることで比較的粒子濃度の高い水の清浄度に

も対応できるようにしている｡なお､第10回 から本JISの名称

(仮称)は｢水 の清浄度の測定およびクラス判定方法｣と した｡

r. 4の 展開

 第10回 検討委員会から日本規格協会の八田氏が参加され､

いろいろ有益なア ドバイスを頂いた｡ひ とつは｢平成16年JIS

原案作成公募制度｣に 応募 して助成金 をもらうことであり､

これについては堀田事務局長が対応し､順調に進んでいる｡

他のア ドバイスは本JIS化 以外にも水の評価に関するJISを

LFPIか らシリーズとして提案しなさいと言うことであった｡

本年4月 か ら助成金に基づいた検討委員会を立ち上げ､本JIS

の平成16年 度内完成を目指すと共に新たなJIS化項目にも積

極的に対応して行きたいと考えている｡意見があればお寄せ

下さい｡      〈規格･標準委員会 委員長 松本幹治〉



LCP分 科会とは

 LCP分 科会はLCPを 持ったツール について実践的 に

研究 し理解 を深 める ことを目的 に､東 京水産大学(現 東

京海洋大学)の 石川先生(平 成15年4月 か ら神戸大学経済

学部教授)を 主宰 として工業会 の中か ら有志を募って発

足 しました｡平 成12年1月25日 に､石 川先生の研究室 に

て参加メ ンバー12名 で第1回 分科会を開催 し､以 降 これ

まで に年平均9～10回 のペースで34回 の分科会と､3回 の

セミナー を開催 してきました｡な お､現 在 はメンバーの

入れ替わ りや退会 もあ り8名 のメンバーで活動 を行 って

います｡

 LCPと は石川先生が作 られた造語で､｢Life Cycle Per-

spective｣の 略称です｡製 品､サ ー ビスや事業活動 を資源

の採掘か ら廃棄 に至 るまで のライ フサイクル を通 じて

評価する見方 という意味で､LCA(Life Cycle Assess-

ment)や､LCC(Life Cycle Costing)の ような経済的な

影響を評価す るツール､さ らには社会的な影響評価 もカ

バーす る概念です｡

活動内容

 分科会の活動 は､当 初 はLCAの 勉強会 か ら始め､LCP

の概念､手 法に関 してなど石川先生の講義を中心に進め

ました｡会 員の理解が ある程度深まった ことか ら､具 体

的な事例 として有機性廃棄物の乳酸発酵 システム を取

り上げ､生 ごみか らポ リ乳酸 を製造す る工程 を勉強 しな

が ら､LCA､ LCCの ツール を用 いて評価 の実習を しまし

た｡

 次のステ ップ として実際 に分科会メ ンバー企業 の中

か ら具体的な事例 を選んで評価 を行 うことで意見が ま

とまり､分科会 メンバーであるキ ッコーマン(株)の ご協

力でデータを提供 していただき､｢生 醤 油清澄化 プロセ

ス におけるLCA｣を テーマ として取 り上げました｡生 醤

油の生産工程 では これ まで珪藻土 ろ過 が用 い られて い

ますが､大 量の珪藻土 を使用する こと､近 い将来使用済

み珪藻土の廃棄物処理が問題になる ことが予想 されて

います｡そ こで､珪 藻土 ろ過の代替 としてセ ラミック膜

ろ過､有 機膜 ろ過,遠 心分離の各方式 を比較検討 し､そ の

環境影 響並 びに経済影響 を評価す る ことを試み ました｡

評価対象 とす る醤油生産プ ロセスは､火 入れ醤油､生 醤

油の二つのプロセスを選択 し､醤 油の製造法か ら始め､イ

ンベ ン トリー分析 を行 うためのデータの収集 を行 いま

した｡デ ータは後でも使用できるように出展 を明 らかに

して報告書の中に明示 してあ ります｡

 火入れ醤油生産 プロセス において珪藻土 ろ過は現在

の主流技術であ り､ほ ぼ予想通 り代替方式 としてのセラ

ミックろ過膜､有 機 ろ過膜､遠 心分離 のいずれの方法 よ

りも､ラ イ フサイ クルCO2(蓄 積CO2)､ラ イフサイクルコ

ス トとも低 い結果 とな りま した｡し か しなが ら､蓄 積

CO2､ラ イ フサイ クルコス トとも装置残留醤油によるロ

ス分の影響が大きい ことが明 らか とな り､環境･経 済双

方か らみて も今後の技術 開発 による装置残留醤油によ

るロスの低減が重要な課題で ある事がわか りま した｡

 一方､現 在のセラミック膜,有 機膜のろ過方式 は.ろ 過

プロセスの側面だけか ら見れば､珪 藻土 ろ過よ りもスペ

ックの高いろ過を実施 している ことか ら､火入れ プロセ

スを用いない生醤油生産プ ロセスの蓄積CO2､ラ イフサ

イクル コス トの解析 を試 みま した.結 果 として､生 醤油

の製造に関しては､セ ラミック膜 ろ過はライ フサイ クル

コス トでは珪藻土 ろ過を下回る結果 とな り､ま た､有 機

ろ過膜は蓄積CO2､ラ イ フサイクルコス トとも低 い値 と

な り､現 状のろ過プロセスで も生醤油に関しては珪藻土

ろ過よ りも優位な プロセスである ことが明 らかな りま

した｡

 また､こ の評価 を通 じて各方式 の課題 が明 らかにな り､

火入れ醤油生産プロセスにおいても､例 えば有機膜 ろ過

では､膜 寿命が長 くなる と､珪 藻土 ろ過 よ りも有 利にな

る ことな ど､プ ロセスを検討 していく上でも非常 に有効

な手法であることを実感できました｡

 現在｢液 体清澄化技術の環境経済 一火入れ･生 醤油 の

分析 一｣と 題 した報告書が まとまって最終修正を行って

お り､次 回の分科会で確認後､工 業会会員各社へ配布 を

予定 していますので､興 味のある方は一一読いただければ

と思います｡

今後 の活動

 報告書が完成 した ことで分科会 の当初の 目的はほぼ

達成 された とも思われますが､分 科会メンバーで今後 の

進 め方につ いて討議 した結果､工 業会 として この分科会

のような環境関連の取 り組 みを続 けるべき との意見が

多 く､活 動 内容につ いては工業会会員か らア ンケー ト調

査 を行 うこととしました｡ア ンケー トは事務局を通 じて

実施 し､43社 か らご回答 を頂 き有難 うございま した｡現

在 アンケー ト調査結果 か ら分科会活動 として取 り上 げ

るべきテーマの検討を行 っています｡結 果につ いては改

めて ご報告 させて いただきますが､今 後 の活動方針を決

定 し､新 たな分科会の発足 も視野 に入れて､工 業会か ら

新たなメンバーの募集 も行 いたいと考えています｡

          〈(株)大 川原製作所 脇屋和紀〉



この}一 ナーは名簿順に掲載する予竃欝おりますが.新 製晶開発がタイムリーな時期にあたる金員企業は優先

的に掲載凝検討致し蟹すので広報委員･窟 士フィルター工業 《株)ト部宛羅連絡下窓い｡

(E一ｍail:urabe@fujifilte監cojp)

クランプオン式超奮波流量計 プ慧ソニックフ懸一

〈製晶概要》｢プ ロラインプロソニ ックフロー｣シ リー

ズは､シ グナル プロセシングの改良によ 駄 セ メン トや

ゴムで ライニ ングされたスチール配管､ダ クタイル鋳鉄

配管な どに対 して､流 量

計測 が可 能 とな りまし

た｡ま た､そ れぞれ の用

途 に応 じて､水/排 水 ア

プ リケーシ ョン用､プ ロ

セ ス アプ リケー シ ョン

用 に特化 させ た製 品で

す｡

逆洗式スプリングフィルターと專用蒋殊ポンプのセット

〈製晶概要〉 メンテナンスフ リーのステ ンレス製フィ

ルター とニクニ渦流ポ ンプとの組み合わせによる､極 め

てシンプルで強力なろ

過装置｡フ ィルター を

ポ ンプ吸込み口に取 り

付 け､ろ 過工 程では順

回 し､逆 洗工程 ではポ

ンプを逆 回 しさせ(フ

ィルターの目詰 まりを

検知 して､或 いは時間

で)､フ ィルターに水 を

逆流 させ る｡逆 流 する

蔭D 搭載RO純 水製造装置TRO-10◎ 躍翻

〈製晶概饗〉 純水の最先端技術である電気式連続イオ

ン交換(EDDモ ジュールー

電気の力によ りイオ ン交換

樹脂を 自動再生一 を搭載す

るこ とで､イ オ ン交 換樹 脂

の再 生､交 換 の手 間 を省 き､

更 にランニ ング コス ト削減､

水質の安 定性 向上が期 待で

き ます｡再 生 時の薬 品が 不

要な ため｡環 境 に優 しい新

しいタイブの純水装置です｡

とフィル ターの コイル が均一 に開き瞬時 にフィルター

に捕捉 されていたゴミをきれ いに洗い流す｡逆 洗時間が
e
e秒 と短 い事 も大きな特徴｡フ ィルターは螺旋状のコ

イルで突起物 の高 さによ りろ過精度を調整す る｡12-

400ミ クロンの タイプがある｡材 質 はコイル､支 持具共

にステ ンレス316｡ニ クニFSDシ リーズは本セ ットの為

に開発 されたポンプで､150L/㎡in,300L/㎡1Tの 流量を

出す2種 類が ある(125ミ クロン精度 のスプ リング フィ

ル ター を吸込 み 口に付 けて運 転 して)｡い ず れ も低

NPSHreq1-2㎡ の吸込み能力が特徴､最 大揚程は30㎡｡



安積濾紙株弐金社
当社は､大 正8年(191!年)に 創業以来､長 年蓄積 したノ

ウハ ウと技術 を基 に､お 客様 の ご要望や時代 の要請 を

いち 早く取 り入 れ､常 に新 しい濾紙(フ ィル ター)の 研

究･開 発･生 産 に取 り組んで参 りました｡

8取 扱 商品は､濾 紙 濾過布･フ ィルターエ レメン ト･

エ アフィルター･不 織 布･濾 過器 な どで､一 般産業用か

ら身近な消費材(コ ー ヒー フィル ター･掃 除機用紙袋･

油 こしな どの家庭用 品)ま で全方位 の商品群 を提供 し

ています｡

用途 は､高 層 ビル､地 下鉄､劇 場､工 場などの空気清浄

や､自 動車用各種エ レメン ト､産業機械用 の潤滑油の濾

過､製 薬･化 学･食 品･醸 造 な どの各工程で の濾過 な ど､

様々な分野で使用 して頂いてお ります｡

現在､当 社 の製品アイテムは800(種 類･25000点 あ

り､お客様の ご要望や新分野への研究･開 発 に力を注い

で していますので､製 品数は増え続 けている状況です｡

また､全 国2500社 のお客様 にご愛顧頂 いていますの

で､そ のニーズに即応 出来るよ うに､大 阪･東 京･名 古屋･

札幌 に営業拠点 を置 き､環 境 の時代 にふ さわ しい様々

な製晶を提案 し､社 会に貢献 したいと考えています｡

(白石松太郎)

金難製紙株弐金社
当社 は1956年 独 自の技術開発によ り我が国において初

めて乾式不織布 の開発 に成功 した不織布 メーカーであ

りますが､環 境 問題には早 くか ら着 目し.199:年 ペッ ト

ボ トル再 生繊維 か らなる不織布 を開発､家 庭排水によ

る河川汚染問題対応商晶である台所用水 切り袋への適

用 に成功 し､日 本生活共 同組合連合会 を初め とする多

くの顧客の御期待 に応 えてきました｡

環 境保 全､再 生資源活用 による社会貢献な どが認め

られ､1994年(財)ク リー ン ジャパ ン セ ンター会長賞､

1997年(社)中 小企業研究セ ンター特別奨励賞などを受

賞 してお り､環 境 問題へ の取組み を企業理念 に据えて

活動 してお ります｡

現在,新 規導入 した合繊 系エ ア レイ ド不織布 が高捕

集効率 と低圧損の特徴 を有す る濾過材 に適 した構造で

ある ことに着 目し､バ グフィル ター等 に実績 を持っア

ンビック(株)を パー トナー として用途開発､商 品開発に

鋭意注 力しているところであ ります｡

既 にエア､液 体 の分野 にい くつか の実績 を挙げ始 め

てお りますが､今 後 も多 くのお客様の環境ニーズに応

え られる技術 を磨 き.ヒ トと地球環境の未来 に寄与 し

て行きたい と考えてお ります｡(山 崎康行)

株式金社環境向学
最近スーパーで見かける｢水 の 自動販売機｣｡

逆浸透膜法 を採用 し､各 種 の運用方法 を併設 した機器

のビジネスモデルを.日 本で最初 に確立 しました｡

沿 革=米 国内における水処理事業の調査 を経て､平 成4

年､社 名変更 を機に､逆 浸透膜法 を応用 した水処理機器

の開発製造へ と､業 務シフ トを行 いま した｡

事業 内容=水 処理装置 の設計 開発･製 造･保 守を行 ない､

少量多品種の個別案件 に特化 してお ります｡

製造 製 品案内

家庭用機器:ROを 基本 とした既製品を製造販売 してお

り､洗面･浴 室等 の用途別 も製造 してお ります｡

厨房用機器:原 水調査 をもとに､目 的水質･水 量･大 きさ･

運用法な ど､提案形式にて機器を製造 します｡

自動販売機:開 発･試 作 を経たプ ロ トタイプを､上 場企

業数社へ技術供与 し.量産化を図ってお ります｡

そ の他機器IRO･イ オン交換な どの組み合わせ も含 め､

各業態 向けの水処理機器を設計製造します｡

(保科壽治)

関西金網橡式金社
当社は1935年 の創業以来､工 業用金網(ふ るい､フ ィル

ター､コ ンベヤーベル ト等)の 専門メー カーとして常 に

｢新 しいもの｣に 挑戦 し､各 時代のニーズに応 える製品

を提供 してきま した｡な かで も､ス テンレス製 ワイヤー

が市場に出て間 もない1938年 に､そ の優れた耐食性 に

注 目して金網 に応用 した ことや､そ の後 ワイヤ コンベ

ヤーベル トの国産化 に成功 した ことは､我 が国 の産業

発展 に少なか らず貢献 した と自負 してお ります｡ま た

最近では.ほ とん どの 自動車にエアバ ックが装備 され

てい ますが､こ のガス発生装置 にも当社 のフィルター

が用 いられています｡

2003年3月 よ り当社は､製 紙用網の トップメーカーで

ある 日本 フイルコン株式会社 の一員 にな りました｡両

社の保有する事 業能 力を融合す る ことによ り､さ らな

る飛躍 を目差 します｡こ れか らの企業は､社 会の豊かさ

だけではな く､地 球環 境への調和 も考 えね ばな りませ

ん｡グ ループの総力を結集 して､こ れ らの課題に取 り組

んでまい ります｡(石 川 敏)



FiltecEuropaは2年 おきにヨー ロッパで開催され る

展示会 と国際会議であ り､2003年 は10月21～23日 の3日

間 ドイツのデ ュッセル ドルフCCD(CongressCenter

Dusseldorf)で 開催された｡展 示会は､約70社 がブース を

構 え､商 品の紹介､装 置のデモス トレーシ ョン､商談な ど

が行われ盛況であった｡出 展企業は約半数が地元 ドイツ

の企業であ り､このほか欧州 を中心に12力 国が数え られ

た｡欧 州以外か らは､ア メリカ3社､イ ンド2社､中 国3社 の

展示が見 られた｡国 際会議の参加者数は､配 布された参

加者 リス トによると約350名 で約4割 が ドイツか らの参

加であ り､また 日本か らは8名 の登録があった｡発 表件数

は､オ ーラル発表約100件､ポ スター発表約30件 であ り､

約6割 が企業の研究･技 術発表であった｡セ ッションは固

液分離､膜 分離､集 塵の3分 野に分けられ､オ ーラル3会 場.

ポスター1会 場 にて､固 液分離は21セ ッション､膜 分離は

8セ ッション､集塵 は10セ ッションが並行 して行われた｡

初 日 には オ ー プニ ン グセ ッ シ ョン に続 い てBird

MachineCOmpany(USA)のWallaceLeung氏 による

Plenaryセ ッション"TheWorldofCentrifugation"が

行われた｡Leung氏 は2004年 に開催 される9thWorld

FiltratiOn.Congress(WFC)の チ ェアマ ンで あ り､

Plenaryセ ッシ ョンのあとに9thWFCと 開催地で ある

NewOrleansの 紹介が あった｡ま た､大 会 前 日には

Prof｡RichardWakeman(LoughbOrOughUniv｡,GB)

らによる固液 分離 プロセス の勉強会"ShOrtCourse:

TheSolid/LiquidSeparationProcess"が 開催 された｡

著者はフィルターの構造･キ ャラクタ リゼー ション､膜

ろ過､お よびろ過プロセスに関連す る発表を中心に聴講

した｡不 織布 フィルター関連ではMRIを 用いた3D構 造の

評価､CFDを 用 いたフィルターの粒子阻止性能の予測な

ど実験 解析 とも比較的新 しい研究手法 を応用 した報告

が､ま た､実 用的な技術 としては固液分離のための分離

手法選択のためのアルゴリズム､プ ロセスの最適制御の方

法な ど､プ ロセス開発や運転のためのコンピュータソフ

トウェアの開発が注目された｡〈横浜国立大学 中村一穂〉

恒例 のLFPI会 員交流会が来る5月20日(木)に 横浜国

立大学 にて開催 され ます｡今 回は会員各社 による製品

紹介が予定 されてお ります ので多数の参加 を期待 して

お ります｡

※詳 しくは追って送付 される案内をご覧下 さい｡

壷(ろ 過･膜 分離用語集)熱

LFPI規 格･標 準委員会 ろ過部会/用 語分科会では､ろ

過･膜 分離 に関する専門用語 を集め､多 用され ると思わ

れ る語 を選択 し､定 義づ けを行 い用語集 としてまとめ

ました｡LFPIホ ームページに用語集 として掲載されて

お りますので活用下さい｡

現時点での会員数は112社(協 力会員､名 誉会員､個 人会

員 を含む)で す｡(H16年2月29日 現在)

O新 入会員 推薦会員
1オ リエンタル酵母工業㈱(ユ ーザー会員)松 本代表幹事

⑱ 退会会員

1ガェオリア･ウォーターシステムズ･ジャパン(一般会員)

新年度 を迎え､会 員各社とも何か と慌 しい時期ではな

いか と思います｡予 想では今年の桜前線 も早めに北上す

るように言われてお りましたが3月 の思わぬ低温によ り

開花が遅れ､東 京では4月 に入 り満 開を迎 える事 とな り

ま した｡LFPI会 員の皆様にはお忙 しい中､ニ ュースレタ

ー制作 にあた り平素よ りご協力をいただき御礼 申し上

げます｡毎 年､4月 号は年末･年 始などの時期 を挟み､冬 場

の行事が少ない事か ら編集者泣かせ という傾向にあ り

ます｡又､会 員の皆様には年度末での執筆依頼 というこ

とにな ります ので､な かなか良い顔をしていただけない

という悩みがあ ります｡

しか しなが ら広報委員会 と致 しましては心を鬼 にし

ながらも､よ り多 くの会員の皆様がニュース レター刊行

にあた り何 らか の形で参加 していただきた いという事

で執筆をお願 いしてお ります｡ど なたにおかれまして も

社内業務繁多な折､思 わぬ依頼を受ける事 もあろうか と

思いますが､会 員一人一人が会 を支えているという趣旨

をご理解 いただき､こ れ まで以上にご協力を頂きますよ

う改めてお願い申し上げます｡〈 広報委員会〉


